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分担研究報告書 

 

野生鳥獣由来食品の製造加工、調理段階における衛生管理に関する研究 

 

分担研究者 朝倉 宏（国立医薬品食品衛生研究所・食品衛生管理部） 

 

 
 

Ａ．研究目的 
自治体や関連事業者の協力を得て、生ハム等の野

生鳥獣由来食肉の製造加工段階における微生物挙動

に関する検討を行い、微生物増殖制御に資する工程

管理の在り方を例示する。また、調理段階でのリス

ク管理の向上を図るため、原料肉の冷蔵保存やマリ

ネ等の前処理工程における微生物低減効果を定量的

に評価する。更に、イノシシやシカ以外の野生鳥獣

由来食肉として流通する製品における微生物汚染実

態に関する評価を行う。これらの科学的知見の集積

を通じ、野生鳥獣由来食肉の製造加工及び調理段階

における微生物リスク管理の在り方を提言する。 

 

Ｂ．研究方法 
イノシシやシカ以外の野生鳥獣由来食肉として流

通する製品における微生物汚染実態に関する評価を

した。 
生ハム等の野生鳥獣由来食肉の製造加工段階にお

ける微生物挙動に関する検討をおこなた。 

 

（倫理面への配慮） 

なし 

 

Ｃ．研究結果 
1 施設由来のアナグマ食肉製品からサルモネラが

検出されたほか、高い腸内細菌科菌群数が検出され

た。 

アナグマ食肉製品では phylogroup B2 に属する非

定型腸管病原性大腸菌（aEPEC）の汚染を受けてい

る実態を把握した。 

ジビエ生ハム製造に関する調査を開始し、塩蔵工

程では温度及び塩分濃度の管理等が微生物制御に重

要であることを示す知見を得た。 

カモ盲腸便からカンピロバクター及び aEPECが検

出され、同食肉製品における当該病原細菌探索を開

始した。 

 

Ｄ．考察 
アナグマ食肉の危害要因として aEPEC 及びサルモ

ネラ属菌が新たに見出されたことは、腸内細菌科菌

群検査が当該食肉の加工調理段階等での微生物リス

ク管理に有用な検証手法であることを提起する。 

衛生管理のための手引書等へ活用することにより、

事業者への普及啓発に資すると考えられる。 

ジビエ生ハム製造工程における微生物挙動に関す

る知見は、加工工程において留意すべき管理要件の

例示へと繋がることが期待される。 

 

Ｅ．結論 
アナグマ食肉の危害要因として aEPEC 及びサルモ

ネラ属菌が新たに見出された。 

ジビエ生ハム製造に関する調査を開始し、塩蔵工

程では温度及び塩分濃度の管理等が微生物制御に重

要である。 

 

Ｆ．健康危機情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

研究要旨： 
自治体や関連事業者の協力を得て、生ハム等の野生鳥獣由来食肉の製造加工段階における微生物挙動

に関する検討をおこなった。その結果、ジビエ生ハム製造に関する調査を開始し、塩蔵工程では温度及

び塩分濃度の管理等が微生物制御に重要であることを示す知見を得た。イノシシやシカ以外の野生鳥獣

由来食肉として流通する製品における微生物汚染実態に関する評価を行った、1施設由来のアナグマ食

肉製品からサルモネラが検出されたほか、高い腸内細菌科菌群数が検出された。アナグマ食肉製品では

phylogroup B2に属する非定型腸管病原性大腸菌（aEPEC）の汚染を受けている実態を把握した。このこ

とことは、腸内細菌科菌群検査が当該食肉の加工調理段階等での微生物リスク管理に有用な検証手法で

あることを提起する。更に、カモ盲腸便からカンピロバクター及び aEPECが検出され、同食肉製品にお

ける当該病原細菌探索を開始した。 
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２．学会発表 

1. 朝倉 宏、山本詩織、壁谷英則、杉山 広、髙

井伸二、前田 健「アナグマ食肉における衛生

実態の探索」第 165 回日本獣医学会学術集会、

神奈川県相模原市・麻布大学、2022 年 9 月 6

日～8日 

 

 

３．講演会 

  なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

 なし 

 

２．実用新案登録 

 なし 

 

３．その他 

 なし 
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